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堀内　秀樹

１．問の目的

　加賀藩と色絵磁器の関わりは、いわΏる「古୩」を

८る問をൈきにはޠる͜とはできない。学内調査と「古

୩」を८る͜れまでの調査・研究のܦҢその成果に

ついては後ड़するが、͜の問にݶらͣ、色絵磁器につ

いての研究もࡏݱまでにも༷々なࢹ点からੵされてい

る。

　本研究は、加賀藩邸出土の（色絵）磁器理ղのために、

考古学、ࣗવ科学、文ݙなどଟྖҬにまたがる資料、研

究成果を発৴するものである。

２．研究の概要とܦա

　本研究の第Ⅰஈ֊として、͜れまでに行ってきた学内

出土磁器の࠶確認とそれҎ߱に研究のੵ技術の開発

などによって、生͡た৽たなՄ性についての共同研究

である。ࠓ後は、͜うした成果を౿ま͑て藩邸出土の古

୩についても考͑ていきたい。

（１）プロジェクトϝンόー（Ⅰ期）

　二宮修治、৽໔ࡀ༃（東京学ܳ大学）

　水本和美（東京術大学）

　堀内秀樹（埋蔵文化財調査室）

（２）研究ݕ౼会、調査研究プロジェクト（Ⅰ期）

・2019 年 2 月 27 日　色絵分析のݕ౼（ഁյとඇഁյ分

析について）

・2019 年 8 月 20 日　色絵۩分析などのՄ性のݕ౼

・2019 年 12 月 21 日　調査研究プロジェクト（研究の中

間報告）の開࠵

・2020 年 3 月 18 日　第Ⅱ期研究の՝の所ࡏ、分析法

などのݕ౼

　本報告は、上記 2019 年 12 月 21 日開࠵の第 5 ճ東京

大学埋蔵文化財調査室調査研究プロジェクト「加賀藩邸

出土陶磁器と科学分析」の報告である（第Ⅱ章 2 節参照）。

附ɿ͜れまでの加賀藩邸出土色絵磁器と
科学分析

（１）「東京大学本郷構内の遺跡」発掘調査開࢝のܦҢ

　1983 年 11 月、東京大学では 100 年事業など学内開発

に伴って遺跡調査を行う調査組織としてྟ࣌遺跡調査室

が組織された。事前に行われたࢁ上会館（9 月）、ޚ఼

Լάϥンυ（8 月）の試掘調査で出土した石֞ۚഩ

などの݁果を౿ま͑てۙ世加賀藩邸を発掘調査のओରנ

として行うためであった。͜れにઌͩつ 1975 年に学

内ઙ地区ࡏݱの工学部 9 号館ཪ側にあたる部分の調査

が行われ、弥生࣌の遺構、遺物が発ݟされ、そのཌ年

に「弥生二ஸ目遺跡」として国ࢦఆの࢙跡にొ録され、

発掘から 4 年後の 1979 年に『ϲ岡௩』として報告

書がץ行されている。͜うしたܦҢが 100 年事業に伴う

開発においても弥生࣌がओたるରとしたものでは

あったが、試掘調査を行うܖ機となっていた。

　1984 年から、ࢁ上会館、ޚ఼Լ記೦館、法学部 4 号館、

文学部 3 号館、理学部 7 号館、ҩ学部附ଐපӃなどの発

掘調査が本格的に開࢝され、大なྔの遺構、遺物がଟ

ྔに出土し、遺跡がඇৗに良なঢ়ଶで遺ଘしている͜

とが໌らかになった。

（２）学内調査と色絵磁器の分析

　学内調査と陶磁器分析の関わりは、1980 年後ʙ

1990 年にか͚て大きなٞ論となったいわΏる「古

୩」に関わる研究をൈきにしてはޠれない。学内調査・

整理をਐめてい͘աఔで、出土遺物の中に陶磁器研究で

生࢈地の問があったいわΏる「古୩」とݺれてい

た色絵磁器が確認された。

　पのように「古୩」は 17 世紀後に加賀大ࣉ

ྖ内の༼でমかれたとされる磁器で、ॳ期の色絵磁器と

して美術的にධՁをಘていたものである。本郷構内の加

賀藩江戸藩邸であるޚ఼Լ記೦館地点、理学部 7 号館地

点、大ࣉ藩邸である附ଐපӃ地点からଟ͘のഁยが確

認された͜とから、「古୩」の生࢈地論૪が࠶೩する

͜ととなった。「古୩」の生࢈地問は、୯に学問的

なϨϕϧとはผに陶磁器としてのධՁ、ࡏݱの࢈業など

がབྷΉデリέートな問でもあった。当ط、࣌に土、

༷式、ܕ式、文༷等によるՄࢹ的な部分でのٞ論はඦ出
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しており、؍٬的なղܾ方法としてࣗવ科学的分析に

目が集まっていた。調査室では、出土した「古୩」が

加賀藩大ࣉ藩邸から出土している͜と、その一部が

ఱ和 2（1682）年のՐࡂ資料から出土している͜と、美

術的にߴいධՁをड͚ている世品とۙࣅしている点か

ら、東京学ܳ大学の二宮修治ઌ生、໊古大学の࡚ࢁ一

༤ઌ生に分析をґཔした。͜の本郷構内出土陶磁器の分

析および͜れとฏ行して行われたࢁล田༼、ೇ୩༼、

ؙඌ༼などの有田ொ教育委員会の発掘調査などの考古学

的研究が、17 世紀の色絵磁器研究を大き͘前ਐさͤる

͜とになった。

　本プロジェクトでは、さま͟まなՄ性が提ࣔされて

いるࣗવ科学分析について、ࡏݱ埋蔵文化財調査室と共

同でਐめている分析・研究を通してその成果と考古学と

の৽たなڠ業ࢹ点などについて考͑ていきたい。
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